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緒⾔ 
 
 オカダンゴムシ（Armadillidium vulgare）の迷路で⾒られる交替性転向反応
は、ジグザクに進むことによって、天敵から効率よく逃げるためといわれてい
る（渡辺、岩⽥、1956；⼩野、⾼⽊、2006）。 
 左に曲がれば次は右、右に曲がれば次は左と必ず曲がるのであれば、次の⾏
動は容易に予測でき、天敵は、⼝を開けて待っているだけで、苦労せずにダン
ゴムシを⾷べることができる。それでは、⼋丈島からダンゴムシは簡単に絶滅
してしまう。しかし、実際にはそのようなことは起きていない。 
 より複雑な環境の野外では、ダンゴムシは、予測しやすい交替性転向反応以
外の⾏動をする仕組み（条件）を持っているはずである。 
 この条件を探すために、本研究を始めた。 
 
材料と⽅法 
 
 オカダンゴムシは⼋丈⾼校、三原⼩学校、⼤賀郷⼩学校の構内で採集した。 
 迷路は⼯作⽤紙またはプラ板で作製した。場合によっては、セロファンテー
プで迷路を覆った。 
 実験室の条件は気温20.7-28.6˚C、湿度60.2-83.8% R. H.だった。実験室の気温
が低い場合はホットカーペット上で実験を⾏なった。 
 1個体を迷路に30回供試し、選択された⾏動を集計し、この⼀連の操作を5回
以上繰り返した(⼀つの結果の図の作成のために、30回 X 5回 =150回以上の実
験をした。)。渦巻状の迷路は、ダンゴムシが解くのに時間がかかったため、10
回の⾏動実験をした。 
 選択された⾏動数の平均値と標準誤差を求めた。有意差の有無はStudentʼs T 
test (P<0.01)で求めた（標準誤差と有意差の計算は指導者が⾏った。）。 
 
結果 
 
1. ⼀般的に交替性転向反応で使⽤される迷路におけるダンゴムシの⾏動 
 
 私たちの⾏動実験は、過去の報告と同じ結果になるかどうかを調べるため、
交替性転向反応の実験で⼀般的に使⽤されている迷路を作製し、⾏動実験を⾏
なった。 
 ダンゴムシは、通常の迷路では、左右、右左の同じ割合で交替性転向反応を
⽰した（図１）。以上から、私たちの実験技術が、過去の報告のものと同等で
あることが分かった。 



 
2. ⼊り⼝を除く中⼼と左半分あるいは右半分の床をセロファンテープで覆った
迷路におけるダンゴムシの⾏動 
 
 野外では様々な触り⼼地の環境がある。そこで、迷路の床や壁にセロファン
テープを貼り、ツルツルの迷路を作製し、⾏動実験を⾏なった。 
 ⼊り⼝を除く中⼼と左半分の床をセロファンテープで覆った迷路では、左
右、右左の交替性転向反応を⽰した個体数は有意差なしだった（図２）。 
 ⼊り⼝を除く中⼼と右半分の床をセロファンテープで覆った迷路では、左
右、右左の交替性転向反応を⽰した個体数は有意差なしだった（結果省略）。 
 
3. ⼊り⼝を除く中⼼と左半分あるいは右半分の壁と床をセロファンテープで覆
った迷路におけるダンゴムシ⾏動 
 
 ⼊り⼝を除く中⼼と左半分の壁と床をセロファンテープで覆った迷路では、
左右（5.4±2.9頭）、右左（23.2±2.5頭）で、右左の⾏動をとった個体が有意
に多かった（図３）。 
 右側をセロファンテープで覆った実験では、左右の⾏動をとった個体が有意
に多かった（結果省略）。 
 
 
4. 素材の違う渦巻き状の迷路におけるダンゴムシの⾏動の違い 
 
 ダンゴムシは、床と壁をツルツルの素材で迷路を作ると、避ける傾向があっ
た。次に、⼯作⽤紙（ザラザラ）とプラ板の（ツルツル）の素材の違う渦巻き
状の迷路を作製し、ダンゴムシの⾏動の変化を観察した。 
 表⾯がザラザラの⼯作⽤紙製の迷路では、ダンゴムシは迷路を解かず、すぐ
に壁を登って脱⾛した（参考１）。表⾯がツルツルのプラ板製の迷路では、ほ
とんどのダンゴムシは渦巻きの迷路を解き、最後に交替性転向反応を⾒せた
（参考２）。 
 四⽅のみを⼯作⽤紙で作製した壁で囲んだ箱にダンゴムシを⼊れると、すぐ
に脱⾛した（結果省略）。参考１では、ダンゴムシが四⽅を囲まれたと認識し
たために、すぐに壁を登ったと推察した。 
 ⼀⽅、参考２では、壁も床もツルツルのため、壁を登れず、迷路を最後まで
解かなければならなかったと推察した（参考１、２の実験は平成３０年度東京
都⼩学⽣科学展で発表済み）。 
 



 以上から、ダンゴムシは、床のみからの情報よりも、床と壁からの情報を組
合わせたときに、⼤きな影響を受けた。ダンゴムシは、触⾓と脚の両⽅から周
りの情報を集め、⾏動を決めているのではないかと推察した。 
 
5. ツルツルとザラザラの素材が交互に出てくる迷路におけるダンゴムシの⾏動 
 
 次に、床⼀⾯を均⼀の素材にするのではなく、ツルツルとザラザラの素材が
交互に出てくる床に対するダンゴムシの⾏動を観察した。 
 メスのダンゴムシは、各出⼊り⼝の壁と床をセロファンテープで覆った迷路
では、通常の交替性転向反応を⽰した（図４）。 
 オスのダンゴムシも同様の結果だった（結果省略）。 
 
6.  25˚傾けたツルツルとザラザラの素材が交互に出てくる迷路（⼿で抑えな
い）におけるダンゴムシの⾏動 
 
 野外の地⾯は、様々な⾓度で構成されている。そこで、図４の迷路を25˚傾
けて、同様の実験を⾏なった。 
 25˚の傾きは、図５のような坂を作製した。坂の⾜場は、⽀えがないので、
グラグラで不安定だった。 
 メスのダンゴムシは、25˚傾けた各出⼊り⼝の壁と床をセロファンテープで
覆った迷路（迷路に⼿を触れない）では、通常の交替性転向反応を⽰した（図
６）。 
 オスのダンゴムシも同様の結果だった（結果省略）。 
 
7.  25˚傾けたツルツルとザラザラの素材が交互に出てくる迷路（⽚⼿でおさえ
る）におけるダンゴムシの⾏動 
 次に、同じ迷路を⽚⼿でおさえて、同じ実験を⾏なった。 
 メスのダンゴムシは、25˚傾けた各出⼊り⼝の壁と床をセロファンテープで
覆った迷路（迷路を⽚⼿でおさえる）では、右左、右右、左右、左左、その他
の全ての⾏動が⾒られた（図７）。 
 オスのダンゴムシも同様の結果だった（結果省略）。 
 
 図６と図７の同じ条件の迷路を⽤いたダンゴムシの⾏動実験で、「迷路に⼿
を触れない」と「迷路を⽚⼿でおさえる」では、全く違う結果となった。 
 図７で、ダンゴムシがランダムな⾏動を⽰したのは、メスオスは関係なく、
触⾓や脚がついている場所の材質、形状、⼿からの細かな振動によるものと推
察された。 
 



考察 
 野外では、ダンゴムシは、表⾯がザラザラした枯葉は直進、表⾯がツルツル
の葉は避け、斑⼊りあるいは部分的に枯れた葉は⼀度歩き始めたら直進すると
考えられる（図８）。 
 ダンゴムシは、⾃⾝の⾜場の触り⼼地と安定性に影響されて、⾏き先を変え
ていた。 
 位置が固定した斑⼊り、あるいは、部分的に枯れた葉は直進するが、例え
ば、⾵で動かされた⾜場が不安定の葉ではメスオスともランダムに⾏動するの
かもしれない（図９）。 
 以上の理由から、⼋丈島のオカダンゴムシは、天敵からの捕⾷を避け、⽣存
できたのではないかと推察した。 
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図１. 通常の迷路におけるオカダンゴムシの⾏動
通常の迷路において、30回の試⾏を5回繰り返した実
験のうち、左右、右左の交替性転向反応を⽰した平均個
体数と標準誤差は、それぞれ13.8±2.0頭、14.2±2.0頭
だった。Studentʼs T test (P<0.01)を⽤いた統計解析では、
左右と右左のそれぞれの平均値に有意差はなかった。こ
れまでの結果を追試できたことから、私たちは過去の実
験と同じくらいの実験技術があると判断した。



図２. ⼊り⼝を除く中⼼と左半分の床をセロファンテープ
で覆った迷路におけるオカダンゴムシの⾏動
本迷路において、左右、右左の交替性転向反応を⽰し
た平均個体数と標準誤差は、それぞれ12.0±3.0頭、
16.8±2.0頭だった。Studentʼs T test (P<0.01)を⽤いた統
計解析では、左右と右左のそれぞれの平均値に有意差は
なかった。
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図３. ⼊り⼝を除く中⼼と左半分の壁と床をセロファン
テープで覆った迷路におけるオカダンゴムシの⾏動
本迷路において、左右、右左の交替性転向反応を⽰し
た個体数は、それぞれ5.4±2.9頭、23.2±2.5頭だった。
Studentʼs T test (P<0.01)を⽤いた統計解析では、左右と
右左のそれぞれの平均値に有意差があった。
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参考１. オカダンゴムシの⼯作⽤紙製の渦巻きの迷路での
⾏動
表⾯がザラザラの⼯作⽤紙製の迷路では、すべてのオ
カダンゴムシは迷路を解かず、壁を登って脱⾛した。
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参考２. オカダンゴムシのプラ板製の渦巻きの迷路での⾏
動
同じ形状の迷路をプラ板で作製し、同じ⾏動実験をし
た。ほとんどのオカダンゴムシは渦巻きの迷路を解き、
最後に交替性転向反応を⾒せた。
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図４. 各出⼊り⼝の壁と床をセロファンテープで覆った迷
路におけるメスのダンゴムシの⾏動
本迷路において、左右、右左の交替性転向反応を⽰し
た個体数は、それぞれ14.2±1.7頭、15.6±1.6頭だった。
Studentʼs T test (P<0.01)を⽤いた統計解析では、左右と
右左のそれぞれの平均値に有意差はなかった。

0

10

20

30

左→右 左→左 右→左 右→右 その他

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
頭
数

ダンゴムシが進んだ曲がり順

14.2±1.7 15.6±1.6



図５. 実験で使⽤した25˚の坂



図６. 各出⼊り⼝の壁と床をセロファンテープで覆い、
25˚傾けた迷路（触らない）におけるメスのダンゴムシの
⾏動
迷路において、左右、右左の交替性転向反応を⽰した
個体数は、それぞれ14.8±2.2頭、12.8±1.3頭だった。
Studentʼs T test (P<0.01)を⽤いた統計解析では、左右と
右左のそれぞれの平均値に有意差はなかった。
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図７. 各出⼊り⼝の壁と床をセロファンテープで覆い、
25˚傾けた迷路（⽚⼿で押さえる）におけるメスのダンゴ
ムシの⾏動
右左、右右、左右、左左、その他の全ての⾏動が⾒ら
れた。
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図８. 野外におけるオカダンゴムシの⾏動
表⾯がザラザラした枯葉は直進。表⾯がツルツルの葉
は避ける。斑⼊りあるいは部分的に枯れた葉は⼀度歩き
始めたら直進する。



図９.⾜場が動くときのオカダンゴムシの⾏動
オカダンゴムシは、⾃⾝の⾜場の触り⼼地と安定性に
影響されて、⾏き先を変えていた。位置が固定した斑⼊
りあるいは部分的に枯れた葉は直進するが、例えば、⾵
で動かされたり、⾜場が不安定の葉ではメスオスともラ
ンダムに⾏動するのかもしれない。


